
佐土原　聡　さん
Satoru SADOHARA

2007.6.1

社外アドバイザー

工学博士

横浜国立大学大学院環境情報研究院　教授

早稲田大学理工学部建築学科卒業

同　大学院理工学研究科建設工学専攻博士課程修了

1989年　横浜国立大学助教授

2000年より現職

専門　：都市環境工学

研究のキーワード　：地域エネルギーシステム、環境調和まちづくり、都市防災・危機管理、

　　　　　　　　　　　　　ＧＩＳ（地理情報システム）

http://kenkyu-web.jmk.ynu.ac.jp/Profiles/0013/0000347/profile.html

　「社会基盤の共創の時代」、「調和」。レコップが謳っているキーワードのとおり、これから

の社会は、調和の中から無理なく将来像が合意形成され、ひとりひとりが持てる力を社会

化して、それを実現する時代だと思います。そのような新しい社会づくりを先駆的に実践す

る、触媒的な役割を担うのが、中丸さんが設立されたレコップではないでしょうか。私もその

環に入って地域の環境やエネルギー問題の解決に取り組んでいきたいと思っています。

レコップのこれからの発展に期待します。
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　佐土原先生には、特定非営利活動法人産業・環境創造リエゾンセンターのエネルギーワー

キンググループのアドバイザーとして、「産業系排熱の民生利用」の研究に関して多大なお

力添えを頂いて参りました。先生は、学生時代より長年に亘り未利用エネルギーの研究に

従事され、ライフワークとして取り組んでいらっしゃいます。正に、この分野の第一人者とし

てご活躍です。私も及ばずながら、未利用エネルギーの研究には1991年から取り組んで参

りましたが、今後も佐土原先生のご指導、ご支援の下、研究の深化と普及に向けて努めて

いきたいと考えています。　（中丸）

＜インスピレーションワード＞　　熱意
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レコップに向けて一言

レコップから一言

※注：この熟語は、掲載させていただいた方の、社会的・個
人的特長を表すものではなく、あくまでも、レコップ中丸正個
人が感じた印象であることをお断りしておきます。
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